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子どもたちのインターネットの利用状況 

高知市少年補導センターでは，平成 28 年６月に高知市立の小学６年生および義務教育学校６年

生（以下小６）と，中学３年生および義務教育学校９年生（以下中３）を対象に，各校 1 クラス
を抽出し，情報モラルのアンケートを実施しました。 
 

○インターネットに接続できる機器の所有率 
インターネットに接続できる機器を持っている児童生徒が，小６で 93.0％，中３は 92.8％と高

い割合で所有していることが分かりました。 

○自分用の機器の所有率 

小６はゲーム機が最も多く（機器所有者の 79.0％），携帯電話（同 29.4％），スマートフォン（同

23.3％），中３では，スマートフォン（同 65.0％），ゲーム機（同 61.1％），音楽プレーヤー（同

32.5％）が上位となっていました。 

○インターネットの用途別割合 

インターネットの用途では，ゲームをする，動画を見る，調べものをする，が上位となってい

ます。しかし，小６・中３ともに知らない人と交流する，写真・動画・メッセージを投稿する，を

選んだ児童生徒が少なからずいました。 

インターネットに接続できる機器の所有 

小６ 割合  中３ 割合 

持っていない 7.0%  持っていない 7.2% 

持っている 93.0%  持っている 92.8% 

 

自分用の機器の所有 

小６ 割合  中３ 割合 
パソコン 8.7%  パソコン 17.3% 

タブレット 16.3%  タブレット 23.2% 

携帯電話 29.4%  携帯電話 19.3% 

スマートフォン 23.3%  スマートフォン 65.0% 

ゲーム機 79.0%  ゲーム機 61.1% 

音楽プレーヤー 15.4%  音楽プレーヤー 32.5% 

 

インターネットの用途   

小６ 割合  中３ 割合 
ゲームをする 81.5%  調べものをする 91.9% 

動画を見る 73.7%  音楽を聴く 84.8% 

調べものをする 71.1%  動画を見る 84.4% 

音楽を聴く 52.3%  連絡をとる 76.3% 

連絡をとる 50.6%  ゲームをする 75.5% 

知らない人と交流する 16.2%  知らない人と交流する 2.2% 
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○インターネットで体験したこと内容別割合 

インターネットで体験したことの中では，「ゲームなどに課金した」や，「架空請求にあった」

など金銭に関するものが最も多くなっています。「悪口を書き込まれた」「友だち同士のグループ

から外された」など，いじめにつながる行為も見られます。 
また，「知らない人から連絡がきた」と答えた割合も高く，中３の中には，知らない人と実際に

会った生徒までいました。 
このことからも，インターネット上での交流に対する危機意識を高め，トラブルが表面化しに

くいＳＮＳの使い方についてしっかり指導しておく必要があることが分かります。 

 
○よく使っているアプリやサイト 

	 児童生徒がよく使っているアプリやサイトでは，ユーチューブが多く，動画を見るだけでなく，

投稿している児童生徒も見られます。個人情報を載せられた児童生徒もおり，プライバシーにつ

いては，自分・他人を問わず，その保護を徹底していく必要があります。 
高知県教育委員会のネットパトロールでも，ツイッターへの不適切な投稿が数多く報告されて

います。個人情報を載せることの危険性を学ぶ必要があります。 

	  
  

インターネットで体験したこと  

小６ 割合  中３ 割合 

悪口を書き込まれた 3.0%  悪口を書き込まれた 3.9% 

グループから外された 1.6%  グループから外された 2.5% 

個人情報を載せられた 0.6%  個人情報を載せられた 3.9% 

架空請求にあった 2.2%  架空請求にあった 5.6% 

ゲームなどに課金した 15.9%  ゲームなどに課金した 17.7% 

知らない人から連絡がきた 8.5%  知らない人から連絡がきた 25.1% 

   知らない人と実際に会った 2.5% 

 

よく使っているアプリやサイト 

小６ 割合  中３ 割合 

ＹｏｕＴｕｂｅ（ﾕｰﾁｭｰﾌﾞ） 59.8%  ＹｏｕＴｕｂｅ（ﾕｰﾁｭｰﾌﾞ） 65.4% 

ＬＩＮＥ（ライン） 25.2%  ＬＩＮＥ（ライン） 64.0% 

Ｔｗｉｔｔｅｒ（ツイッター） 2.5%  Ｔｗｉｔｔｅｒ（ツイッター） 26.3% 

 










